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A-型 2.5T十 C と84
C-型 72<2.5T → C <84 
B-型 2.5T • C ~72 
乙こで， T は温度 COC) , Cは濃度(%)を表わす。
乙のアミロデキストリンを種々の塩溶液から結品化すると，析出したアロミデキストリンの結品型は塩
の濃度が高くなれにつれて変化し， B- 型から C- 型を経て A- 型になる一連の転移系列を考えた口 こ










既に前報までにおいて，天然澱粉粒に見られる禾木科澱粉の A型結品図形，ジャガイモ澱粉の B 型結
晶図型，その中聞の種々の澱粉の C 型結品図形は，本質的には A および B の 2 型だけであって，種々の












を， 750"""550 (土 0.5 0 C) の祖度範囲で 5 日開放置し，得られる枕澱をX線デイフラクトメーターで検す
る。先づ赤Jill111時の温度に関しては，低制度ほど B 型(ジャガイモ澱粉型)に結晶する。 7.5 0 の低1/，i\_では










ストリンの結品型を B 型から A型の方え移動させる性質がある乙とが解った。然しrその影響力には大差
があり，陰陽同イオン共ほぼ離液11頂列に従って強く作用する。例えばカチオンでは Na+ は強く， Rb+ は
弱い。またアニオンではI は強く， Clーは弱い。結局無機イオンの影響もまた結品時の水分の少い状態で
はA型に結晶させるという傾向を示している D
以上櫓作君の論文は適当な実験材料を発見し，これを使用して詳細な実験を行い，アミロデキストリン
の結晶型におよぼす温度，濃度および共存する無機イオンの影響を明らかにして，天然澱粉粒の生成機構
探究えの手間りを与えたもので，既に発表した 9 篇の一連の研究報告と相待ち，理学博士の学位を受ける
に充分の価値あるものと認める。
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